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　「あまり楽しくなかった」という回答も１人（2％）みられた。「細かい
作業が苦手」という理由があげられた。
　カード入れを製作して「よかった」と思うことがあるかどうかたずねた
ところ、次のような回答がみられた。
①　基礎的な技能の確認ができたこと：
「玉結び、玉どめが確実にできるようになった」
「ボタンつけが上手になった」
「なみぬいも忘れていたので、思い出せてよかった」
②　苦手意識が克服できたこと：
「縫うことに苦手意識があったが、楽しめた」
「裁縫に対して少し自信が持てるようになった」
③　製作を楽しめたこと：
「簡単で楽しくできる」
「かわいいものができてよかった」
「自分のオリジナルが作れるのでいいと思う」
④ 新しい技能の習得、生活での活用：
「新しい縫い方を学び、アレンジする方法が増えてよかった」
「基礎的な縫い方から応用的な縫い方まで学べたところ」
「身近で使えるものを自分でつくることができたことがよかった」
「作った後に使えるものなのでゴミにならない点がよかったと思う」
　カード入れの製作を終えて、小学校で家庭科を教えることに対して以前
より自身が持てると思うかどうかをたずねたところ、「はい」（72％）が多
かったが、「わからない」（25％）、「いいえ」（2％）という回答もみられ
た。　
　小学校の家庭科で被服製作実習を教えるにあたり、ボタンつけや手縫い
の基礎以外に確認しておきたい技能があるかどうかたずねたところ、「ミシ
ン」（62％）が最も多く、「なし」（30％）、「縫い方の種類や教え方」（2％）、
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「指ぬきの使い方」（2％）、「まち針の正しい使い方」（2％）、「まっすぐ縫う
ための方法、教え方」（2％）という回答がみられた。ミシンについては、
2016年度は使い方を講義するだけで、実習は実施していなかった。大学生
の不安が多いことから、今後の課題としたい。
４　おわりに
　本稿において、大学生が苦手意識を克服し、技能を確認し、被服製作実
習を楽しむことができ、将来小学校で教える自信を持つことができるよう
な指導方法と学習内容を検討した結果、次のことが明らかになった。
⑴　事前アンケートの結果、大学生が日頃、生活の中で針と糸を使用する
機会は少なかった。被服製作実習に対する苦手意識を持つ学生が多く
みられた。苦手意識を持つ理由として、自身を「不器用」「うまくでき
ない」と認識していたり、アイディアやセンスが求められる課題を難
しく感じたり、期限に間に合わず達成感が得られなかった経験があげ
られていた。
⑵　今回、教職の必修科目「家庭科教育法」において2回（90分×2コマ）
分を被服製作実習（手縫いの基礎）の学習にあてた。事前調査の結果
をふまえ、学生たちの達成感につながるよう、2回の授業で家庭に持
ち帰らず全員が仕上げることができること、手縫いの基礎、ボタンつ
けの技能の確認ができること、材料の組み合わせや縫い方を選ぶこと
で個性を出せること、普段の生活で使えること、などを考慮し、「カー
ド入れ」を製作した。製作にあたっては、技能の確認、新しい縫い方
や、縫い方のコツを伝えるために机間巡視と個別の指導、そして学生
同士の教え合いも重要であることが分かった。
⑶　事後アンケートからは、全体的に学生たちの満足感は高く、「カード入
れ」の製作について「楽しかった」、作って「よかった」という回答
が多かった。作り方が分かりやすく、取り組みやすいこと、材料の組
み合わせや縫い方を選ぶことで個性が出せること、教科書に出ていな
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い新しい縫い方をできるようになったこと、普段の生活で使えるもの
が作れたことなどが、達成感や、「（苦手意識があったが）意外とうま
く縫うことができた」という自身の評価につながったようであった。
「カード入れ」を作成して「よかった」ことについてたずねると、基礎
的技能の確認ができたこと、苦手意識の克服、製作を自身が楽しめた
こと、新たな技能の習得や生活への活用ができるようになったこと、
などがあげられた。
　毎年、大学生の実態は少しずつ異なることが予想されることから、それ
ぞれの実態に応じて適切な学習内容や指導方法の検討を重ねていくこと、
また、学生たちの不安が大きいミシンを用いた被服製作実習について、限
られた時間の中で学習する方法を検討することについては今後の課題とし
たい。
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